
『アイヌ語千歳方言辞典』のアクセント表記について 

阪口 諒 

 『アイヌ語千歳方言辞典』には、例外アクセントが表記されていないものが時々ある。以

下は、『アイヌ語千歳方言辞典』と『アイヌ語沙流方言辞典』とを対照して、アクセントの

表記されていない語を列挙したものである（見落としがあるかもしれない）。2015年 01⽉23

⽇(⾦) 16:56:10 に中川裕先生に送付済みである（誤植は修正した）。 

アイヌ語のアクセントに関してなのですが、『アイヌ語沙流方言辞典』と『アイヌ語千

歳方言辞典』で違っている点をいくつか見つけました。以下は『アイヌ語千歳方言辞典』

にアクセント記号がなかったもので『アイヌ語沙流方言辞典』ではアクセント記号がつ

いていたものです。（今までに報告した分は省いてあります。［註―それ以前に報告したもの

は[]で挿入した］） 

①『アイヌ語沙流方言辞典』で第一音節にアクセント記号があるもの

aun, aca, anu, ayay, ari, inehempak, wose, use anu (use anも？), utur2, urar, urar kanto, uwa, 

ese, kaeka, kasuy1, kutek, kone, sakayokar, sapo, sikina, sikopop, sicikap, situ, sinis kanto, siran, 

sokar, sone, sopa, tata, tanak,  cekantokorosuye, cehorkakep, casi, comante, cire, tutut, turus, 

tokap, tosir, tonoto, nunuke, numan, nea, neno, nepenepo, pakasnu, pakokanu, pakor kamuy, hasa, 

patoy, pana2, Pananpe, pahaw, papus, hamuki, parur, hawas, pinu, [piro] hine, humas, hurarakkar

（『沙流方言辞典』では hurarapkar）, peka1, peka2, pesos, pena, Penanpe, poka, pokor, maka2, 

makahokus, mike, mici, mina, mono, mono a, yaka, yatu, yatupok, yukar, rapok, rukari, rukariusi, 

rutom, rura, reko, waniw 

②『アイヌ語沙流方言辞典』で第三音節にアクセント記号があるもの

aoka(y), asitoma, apehuci (kamuy), ecioka(y), erampekamam, rokoka(y) 

なお、以上のメールで指摘していないものとして sekor, hioy'oy がある。千歳の白沢ナベさ

んの言葉で sekor は第一音節にアクセントを持つ（佐藤知己『アイヌ語文法の基礎』大学書

林、2008 年、41 頁）。なお、沙流方言では sekor の eにアクセントはないようである。しば

しば無声化するらしく、『萱野茂のアイヌ語辞典』（三省堂、1996 年）では sekor (skor) に当

たるものが「シコㇿ」と表示されることがある（セコㇿもある）。次のような例がある。 

ウウェペケㇾ オッタ（オㇿ タ） アナㇰネ “ア・テケカㇻペ カケンチャ レウェウセ 

カネ ア・アッテ” シコㇿ ア・イェ ㇷ゚ ネ［uwepeker otta (or ta) anakne “a=tekekarpe 

kakenca rewewse kane a=atte” sekor a=ye p ne］＝昔話の中では、「刺繍した物が掛け棹が

たわむほどにかけてある」と描写されているものだ。［『萱野茂のアイヌ語辞典』23 頁、

太字は筆者］ 

hioy'oy もまた第一音節にアクセントを持つ（千歳の白沢ナベさんから佐藤知己先生が録音

した hioy'oyの発音は呉人惠編『⽇本の危機言語』（北海道大学出版会、2011 年）付録 CD を

参照のこと） 
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